
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科等横断的な視点 

に立った資質・能力 

 

 

 

 

 

学習の基盤となる資 

質・能力 

 

 

 

 

【言語能力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【情報活用能力】 

変化の激しい社会の中で、主体的に学んで必要な情報を判断し、よりよい

人生や社会の在り方を考え、多様な人々と協働しながら問題を発見し解決し

ていくために必要な力を、児童生徒一人一人にはぐくんでいくためには、あ

らゆる教科等に共通した学習の基盤となる資質・能力や、教科等の学習を通

じて身に付けた力を統合的に活用して現代的な諸課題に対応していくための

資質・能力を、教育課程全体を見渡してはぐくんでいくことが重要となる。 

 

児童生徒の日々の学習や生涯にわたる学びの基盤となる資質・能力を、児

童生徒の発達の段階を考慮し、それぞれの教科等の役割を明確にしながら、

教科等横断的な視点ではぐくんでいくことができるよう、教育課程の編成を

図ることが求められる。学習の基盤となる資質・能力として、言語能力、情

報活用能力、問題発見・解決能力等が挙げられる。 

 

言葉は、児童生徒の学習活動を支える重要な役割を果たすものであり、全

ての教科等における資質・能力の育成や学習の基盤となるものである。教科

書や教師の説明、様々な資料等から新たな知識を得たり、事象を観察して必

要な情報を取り出したり、自分の考えをまとめたり、他者の思いを受け止め

ながら自分の思いを伝えたり、学級で目的を共有して協働したりすることが

できるのも、言葉の役割に負うところが大きい。したがって、言語能力の向

上は、児童生徒の学びの質の向上や資質・能力の育成の在り方に関わる重要

な課題として受け止め、重視していくことが求められる。 

言語能力を育成するためには、全ての教科等においてそれぞれの特質に応

じた言語活動の充実を図ることが必要であるが、特に言葉を直接の学習対象

とする国語科の果たす役割は大きい。言語能力を支える語彙の段階的な獲得

も含め、発達の段階に応じた言語能力の育成が図られるよう、国語科を要と

しつつ教育課程全体を見渡した組織的・計画的な取組が求められる。 

また、外国語科や外国語活動は、学習対象とする言語は異なるが、言語能

力の向上を目指す教科等であることから、国語科と共通する指導内容や指導

方法を扱う場面がある。そうした指導内容や指導方法を効果的に連携させる

ことによって、言葉の働きや仕組み等の言語としての共通性や固有の特徴へ

の気付きを促し、相乗効果の中で言語能力の効果的な育成につなげていくこ

とが重要である。 

 

情報活用能力は、言語能力、問題発見・解決能力等と同様に、学習の基盤

となる資質・能力である。その育成に当たっては、各教科等の特質を生かし、

教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとされている。 

２ 教科・領域等の指導における基本的な考え方 

(3) 教科等横断的な視点に立った資質・能力 

 

Ⅳ 学校教育の内容と

基本的な考え方 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題発見・解決 

能力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代的な諸課題に対 

応して求められる資 

質・能力 

 また、世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉えて、情報及び

情報技術を適切かつ効果的に活用して、問題を発見・解決したり自分の考え

を形成したりしていくために必要な資質・能力でもある。 

 情報活用能力をより具体的に捉えれば、学習活動において必要に応じてコ

ンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理・比較し

たり、得られた情報をわかりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・

共有したりといったことができる力であり、さらに、このような学習活動を

遂行する上で必要となる情報手段の基本的な操作の習得や、プログラミング

的思考、情報モラル、情報セキュリティ、統計等に関する資質・能力等も含

むものである。 

 

各教科等において、物事の中から問題を見いだし、その問題を定義し解決

の方向性を決定し、解決方法を探して計画を立て、結果を予測しながら実行

し、振り返って次の問題発見・解決につなげていく過程を重視した深い学び

の実現を図ることを通じて、各教科等のそれぞれの分野における問題の発見・

解決に必要な力を身に付けられるようにするとともに、総合的な学習（探究）

の時間における横断的・総合的な探究課題や、特別活動における集団や自己

の生活上の課題に取り組むこと等を通じて、各教科等で身に付けた力が統合

的に活用できるようにすることが重要である。 

ここに挙げられた資質・能力の育成以外にも、各学校においては児童生徒

の実態を踏まえ、学習の基盤作りに向けて課題となる資質・能力は何かを明

確にし、カリキュラム・マネジメントの中でその育成が図られるように努め

ていくことが求められる。 

 

「生きる力」の育成という教育の目標を、各学校の特色を生かした教育課

程の編成により具体化していくに当たり、豊かな人生の実現や災害等を乗り

越えて次代の社会を形成することに向けた現代的な諸課題に照らして必要と

なる資質・能力を、それぞれの教科等の役割を明確にしながら、教科等横断

的な視点ではぐくんでいくことが求められる。  


